
授業科目名

2年次

開講形態 時間数 単位数 2単位

授業の進め方

　パワーポイント、ＤＶＤ、Ｎｅｔ情報等の視聴覚教材を活用するとともに、具体的な実践事
例を通して、多様なテーマについて対話形式で授業を進めたり、思考ツールやワールドカフェ
などのグループワークも適宜取り入れたりすることにより、学校における道徳教育と特別活動
の基礎的知識の習得を図るとともに、受講者の主体的な取組を期待したい。

道徳及び特別活動論 担当教員 高塚　寛

開講年次及び学期 必修・選択の別 必修

モデル・コア・カリキュラムとの関連

集中講義 30時間

　本科目は、学校における道徳教育と特別活動の目標、内容について理解するとともに、教育
課程上の位置付けと両者の相互関係について考察する。また、道徳と特別活動が、これからの
学校教育の中で果たす役割と今日的課題について明らかにする。

授業の目的（概要）

１　道徳教育及び特別活動の意義と実践上の課題、学習指導要領の変遷と道徳教育、
　　特別活動の歴史、子どもの道徳性の発達等について理解する。
２　道徳及び特別活動の教育課程上の位置付けと教科外教育の今日的課題を知る。

学修成果（到達目標）

参考文献は適宜紹介する。
授業資料等は毎回配布する。

オフィスアワー

授業終了後1時間程度
授業に対する質問等は、以下の電子メールで随時受け付けます。
連絡先（Ｅ―ｍａｉｌ）ｓｔ-ｔａｋａｔｓｕｋａ＠ｅｄｕ．ｓｈｉｍａｎｅ-ｕ．ａｃ．ｊｐ

キーワード

成績評価の方法（合否基準）

平常点（受講態度・ミニレポート等）４０点
定期試験６０点

教科書・参考書・視聴覚・その他の教材



回 授業内容 担当者

1 新しい時代に求められる学校教育 高塚　寛

2 道徳と特別活動及び「総合的な学習の時間」の教育課程上の位置付け 高塚　寛

3 学校における道徳教育の目的、目標、内容 高塚　寛

4 学習指導要領の変遷と道徳教育、特別活動の歴史 高塚　寛

5 道徳性の発達 高塚　寛

6 道徳性の芽生えを培う幼児教育 高塚　寛

7 「道徳の時間」から「特別の教科　道徳」へ 高塚　寛

8 道徳授業の指導方法と実際１ 高塚　寛

9 道徳授業の指導方法と実際２ 高塚　寛

10 「特別の教科　道徳」の評価のあり方 高塚　寛

11 特別活動の意義と目標、内容－改訂のポイントー 高塚　寛

12 特別活動の各活動の実際１（学級活動・ホームルーム、児童会活動・生徒会活動） 高塚　寛

13 特別活動の各活動の実際２（クラブ活動、学校行事） 高塚　寛

14 チーム学校で取り組む道徳教育、特別活動 高塚　寛

授業計画

備考

15回目　定期試験を行う


